
 

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律施行令の一部を改正する政令 

の概要 

 

 

平成２６年３月１４日 

 

 

１．改正の趣旨 

残留性有機汚染物質に関するストックホルム条約第５回締約国会議（平成２３

年４月）において６，７，８，９，１０，１０－ヘキサクロロ－１，５，５ａ，６，９，９ａ－ヘ

キサヒドロ－６，９－メタノ－２，４，３－ベンゾジオキサチエピン＝３－オキシド（別

名エンドスルファン又はベンゾエピン）が、第６回締約国会議（平成２５年４～５月）

においてヘキサブロモシクロドデカンが、新たに廃絶対象物質とすることが決定さ

れた。 

これを受け、厚生労働省薬事・食品衛生審議会、経済産業省化学物質審議会

及び環境省中央環境審議会において検討を行ったところ、当該２物質が化学物質

の審査及び製造等の規制に関する法律の第一種特定化学物質相当と判断された

ことから、化審法施行令（昭和４９年政令第２０２号。以下「令」という。）において、

上記２物質を第一種特定化学物質に追加指定する等、所要の改正を行うもの。 

 

２．改正の内容 

（１）第一種特定化学物質の指定（令第１条） 

新たに６，７，８，９，１０，１０－ヘキサクロロ－１，５，５ａ，６，９，９ａ－ヘキサヒ

ドロ－６，９－メタノ－２，４，３－ベンゾジオキサチエピン＝３－オキシド（別名エ

ンドスルファン又はベンゾエピン）及びヘキサブロモシクロドデカンを第一種特定

化学物質に追加指定する。 

（２）第一種特定化学物質が使用されている輸入禁止製品の指定（令第７条） 

今般、第一種特定化学物質に追加指定するヘキサブロモシクロドデカンが使

用されている４製品について、輸入を禁止する製品に追加指定する。 

 

３．今後のスケジュール 

閣 議：平成２６年３月１４日（金） 

公 布：平成２６年３月１９日（水）（予定） 

施 行 期 日：２．（１）については平成２６年５月１日（木） 

２．（２）については平成２６年１０月１日（水） 

（以上） 


